
今
回
の
テ
ー
マ
は「M

Y

 LIFE,M
Y

 CH
O
ICE

」

（
自
分
の
最
期
の
あ
り
方
は
自
分
で
決
め
る
）。

50
年
前
の
第
1
回
東
京
大
会
で
、世
界
連
盟
の
活
動
目
的
と
し
て

高
々
と
か
か
げ
た「
東
京
宣
言
」か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、世
界
各
国・地
域
で
は「
患
者
の
権
利
法
」や

「
終
末
期
医
療
指
示
法
」な
ど
の
名
称
で
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
に
関
す
る

法
的
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
、

風
土
な
ど
の
多
様
性
に
合
わ
せ
て

「
自
己
決
定
に
基
づ
く
良
き
死
」を
目
指
し
て
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、日
本
も
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
の
法
制
化
に
向
け
、

そ
の
機
運
を
大
き
く
高
め
る
べ
く
、
あ
ら
た
め
て
原
点
の
地
・東
京
か
ら

「
尊
厳
死
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
会
ま
で
あ
と
4
か
月
ほ
ど
。
4
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
概
略
も
固
ま
り
、

準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、

こ
れ
ま
で
日
本
で
開
催
さ
れ
た
3
回
の
大
会
と
第
1
回
大
会
で
の「
東
京
宣
言
」、

さ
ら
に
前
回
の「
ダ
ブ
リ
ン
大
会
の
模
様
」な
ど
を
併
せ
て
掲
載
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
概
略
、固
ま
る

 「
第
26
回
尊
厳
死
協
会 

世
界
連
盟

 
東
京
大
会
2
0
2
6
」迫
る
！

11
月
25
～
28
日
開
催 

会
場
：
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

【スケジュール】（予定。詳細は10月1日発行の次号会報でお知らせします）

初日（11月25日 水曜日）

午後

海外からの事前登録受付
尊厳死協会世界連盟理事会
ウェルカムレセプション
（世界連盟理事、日本尊厳死協会役員）

２日目（11月26日 木曜日）

午前

世界連盟総会
開会式	 日本尊厳死協会 北村義浩理事長挨拶
　　　　世界連盟 Asunción Alvarez 会長挨拶
基調講演「世界連盟　歴史とともに歩んだ50年の発展（仮）」
          Rob Jonquiere 世界連盟前事務局長

基調講演「苦痛からの解放をめぐる社会的挑戦」
          Sean Davison 世界連盟元会長

午後
特別講演　　　　柳田邦男氏（ノンフィクション作家）
シンポジウム1　東アジアにおける終末期医療法制度
セッション1　　一般演題「自立の歴史・哲学・教育等、分野横断テーマ」　

3日目（11月27日 金曜日）

午前

シンポジウム2　尊厳死：医療介助死・緩和ケア・鎮静・自発的飲食停止
　　　　　　　  　　　　（文化・歴史・倫理的背景の多様性と相互理解）
セッション2　　一般演題「日本における終末期ケアの社会的・関係的側面」
セッション3　　一般演題「医療介助死の国際比較」

午後

シンポジウム3　認知症とリビング・ウイル
シンポジウム4　人工的な栄養と水分補給の差し控えと撤回
セッション4　　一般演題「医療介助死の社会的実践とケア」
記念講演　　　　日本尊厳死協会創立50周年にあたって

4日目（11月28日 土曜日）

午前 自由交流セッション

映画上映「痛くない死に方」
もしバナゲーム（もしもの時を考えるゲーム）
医療相談コーナー
法律相談コーナー
セラピードッグとのふれあいと実演

登録 大会に参加するには事前登録が必要です、
登録は協会ホームページの大会特設サイトからお願いします。

参加費
全日全プログラム聴講可能・昼食なし：協会会員 3千円、一般参加者 5千円
全日全プログラム聴講可能・昼食付き：2万円（同伴家族1万円）
3日通し券のみの発行で、単日券はありません。

記念品
ご参加の皆さまへの記念品として、会報で人気の「四季の歌」を1冊にまとめた
オールカラー写真歌集（英語版付）、さらに協会50年の歴史をまとめた記念誌
『年表が語る協会50年の歩み』を大会バッグに収めてお渡しする予定です。

会場では、くつろいでお過ごしいただけるよう、茶菓もご用意しております。
この特別な機会に是非ご参加いただき、学びと交流を深め、お楽しみいただければ幸いです

【登録と参加費等のお知らせ】

会場となる東京・都市センターホテル3



 

「
尊
厳
死
協
会
世
界
連
盟（W

orld 

Federation of Right to D
ie Societies

）」

は
、人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
自
己
決

定
や
尊
厳
死
を
推
進
す
る
世
界
30
カ
国
・

60
団
体
以
上
が
加
盟
す
る
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。各
国
で
の
法
整
備
や
リ
ビ
ン

グ
・
ウ
イ
ル（
事
前
指
示
書
）の
普
及
、倫

理
的
な
課
題
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
議
論

を
行
っ
て
い
る
国
際
団
体
で
す
。日
本
か

ら
は「
日
本
尊
厳
死
協
会
」だ
け
が
加
盟
。

基
本
理
念
と
し
て「
い
か
な
る
死
を
選
ぶ

か
は
個
人
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
、自
分
の

意
思
を
表
明
す
る
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
は

基
本
的
人
権
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

❶「
第
1
回
世
界
国
際
会
議・

   

東
京
大
会
」（
1
9
7
6
年
）

協
会
設
立
わ
ず
か
2
か
月
後
に

「
国
際
会
議
開
催
」決
定
！

　

今
の
日
本
尊
厳
死
協
会
の
前
身
で
あ
る

「
日
本
安
楽
死
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
の
が

1
9
7
6
年
1
月
。そ
の
わ
ず
か
2
か
月

後
の
3
月
に「
8
月
国
際
会
議
開
催
予
定
」

と
決
め
て
準
備
に
入
り
、8
月
23
、24
の
両

日
、東
京
で
第
1
回
国
際
会
議（
毎
日
新

聞
社
後
援
）の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。参
加

者
は
ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ラ
ン
ダ
な

ど
か
ら
の
招
待
者
12
人
、国
内
代
表
19
人
。

議
題
は
、こ
の
年
の
3
月
に
あ
っ
た「
カ
レ

ン
さ
ん
の
裁
判
」（「
カ
レ
ン
さ
ん
の
生
命

維
持
装
置
を
外
す
こ
と
を
認
め
る
」と
い

う
、自
己
決
定
権
を
重
ん
じ
患
者
に
は
生

を
終
結
す
る
権
利
が
あ
る
と
す
る
ア
メ
リ

カ
州
最
高
裁
判
決
）な
ど
で
し
た
。こ
の
判

決
は
全
米
の
各
州
に
、患
者
の
意
思
を
尊

重
し
死
の
迎
え
方
を
選
ぶ
権
利
の
立
法
化

の
機
運
を
も
た
ら
す
画
期
的
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。他
に
、イ
ギ
リ
ス
代
表
か
ら
は

「
立
法
化
に
は
世
論
の
喚
起
と
支
持
が
必

要
」、オ
ラ
ン
ダ
代
表
か
ら
は「
積
極
的
安

楽
死
に
は
問
題
が
あ
る
」な
ど
の
意
見
や

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
世
界

大
会
の
隔
年
開
催
も
決
ま
り
ま
し
た
。

第
1
回
大
会
で

採
択
さ
れ
た「
東
京
宣
言
」

❷「
第
9
回
世
界
国
際
会
議・

   

京
都
大
会
」（1
9
9
2
年
）

同
時
通
訳
が
活
躍
、

反
対
デ
モ
も

　

10
月
23
～
26
日
、国
立
京
都
国
際
会
館

で
第
9
回
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。15
か

国
、19
団
体
の
代
表
28
人
を
は
じ
め
会
員

た
ち
約
9
0
0
人
が
参
加
。日
英
同
時
通

訳
が
活
躍
し
、参
加
者
は
イ
ヤ
ホ
ー
ン
で

聞
き
入
り
ま
し
た
。開
催
中
、新
左
翼
の
デ

モ
隊
が
会
場
外
で「
弱
者
切
り
捨
て
に
な

る
尊
厳
死
反
対
」の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、講
演
が
中
止
に

な
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。デ
ー
ビ

ス
世
界
連
盟
会
長
は「
末
期
患
者
の
意
思

に
従
っ
て
よ
り
よ
い
死
を
迎
え
さ
せ
る
こ

と
が
医
師
の
務
め
で
あ
る
」と
主
張
し
ま

し
た
。

❸「
第
15
回
世
界
会
議
東
京

   

2
0
0
4
」

世
界
会
議
み
た
び
日
本
に

　

9
月
30
日
～
10
月
3
日
、東
京
・
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
、欧
州
７
、北
米
2
、

南
米
１
、オ
セ
ア
ニ
ア
１
、ア
フ
リ
カ
１
の

12
か
国
、17
団
体
か
ら
の
代
表
50
人
を
含

む
約
5
0
0
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。基
調
講
演
で
は
厚
生
省
医
政
局
長

の
岩
尾
總
一
郎
氏（
現
尊
厳
死
協
会
名
誉

会
長
）が「
日
本
の
終
末
期
医
療
の
今
後
の

あ
り
方
」を
講
演
。開
会
式
で
は
奥
田
碩
・

尊
厳
死
協
会
顧
問（
日
本
経
団
連
会
長
）

が「
違
い
を
受
け
入
れ
る
社
会
に
尊
厳
死

は
象
徴
的
な
存
在
」と
尊
厳
死
の
根
源
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
9
月
19
～
21
日
、ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
で
開
か
れ
、
日
本
尊

厳
死
協
会
か
ら
は
北
村
義
浩
理
事
長
は
じ

め
満
岡
聰
、
上
別
府
圭
子
、
神
馬
幸
一
の

各
理
事
が
出
席
。「
2
0
2
6
東
京
大
会
」

の
招
致
活
動
を
行
い
、
満
場
一
致
で
東
京

開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
初
日
が
世
界
連
盟
主
催
の
総
会
。

70
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
予
算
・
決
算
、
さ

ら
に
理
事
や
次
回
開
催
地
の
選
挙
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
2
日
目
、
3
日
目
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
協
会
主
催
で
、
初
日
よ
り
や

や
大
き
な
部
屋
に
用
意
さ
れ
た
20
ほ
ど
の

円
卓
に
1
0
0
人
程
度
が
参
加
し
て
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
。
2
日
に
わ
た
り
多
く

の
演
者
が
安
楽
死
、
尊
厳
死
等
に
関
す
る

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

「
日
本
の
学
会
の
よ
う
に
系
統
的
に
ま
と

め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
各
国
各
人

が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
な
意
見
を
発
表
す
る
よ

う
な
感
じ
」
と
参
加
し
た
理
事
は
報
告
し

て
い
ま
す
。

「
次
回
の
東
京
開
催
」が
満
場
一
致

前
回「
第
25
回
ダ
ブ
リ
ン
大
会
2
0
2
4
」の
様
子

MY LIFE, MY CHOICE わたしの人生、わたしの選択

協会がスタートしたその年の 8月に国際会議を主催した

同時通訳のヘッドホーンで聴く参加者

「ダブリン大会」に参
加した満岡理事、一人
おいて北村理事長、上
別府理事（左から）

上／開会式であいさつする奥田顧問
下／分科会では参加者同士も討論

上／北村理事長による東
京招致演説
下／各国の参加者との懇
談シーン

東京宣言
　人間の権利と自由を確信し、品位ある死の権利を保有する。
人がいかなる死を選ぶかは、自らの決定にゆだねられるもの
であって、死の別れに伴う悲しみのほかには周囲の人々に害
を及ぼすものであってはならない。個人の願いの表明または
「生者の意志」は人間固有の権利として尊重されるべきである。
従ってこの種の書面が法的に効力を持つことを要求、当面立
法化に努める。今後情報交換のため国際会議を定期的に開き、
目的を達成したい。（要旨）

日
本
で
は
こ
れ
ま
で

3
回
開
催

尊
厳
死
協
会
世
界
連
盟
と
は
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